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1問 題 と目的
フロ イ トに よ る と、母 親 は 「両 性 に とっ て の人 生 にお け る最初 に して最 強 の
愛 情 対 象(firstandstrongestlove-object)で あ り、 そ の 関係 は 「そ の後 の す べ
て の 愛 情 関係 の 原 形(prototypeofalllaterlove-relations)と な る もの 」(1)で
あ り、 こ れ は 「生 涯 を通 じて 比類 の な い不 変 で独 自の 関 係」 で あ る。 小 川 捷
之 に よれ ば 、「フロ イ ト派 にあ っ ては 、多 くの神 経 症 者 の 治療 が男 根 期 のエ デ ィ
パ ル な 問題 の解 決 に終 始 し、 そ れ ゆ え、 現 代 の よ う な母 を巡 る ご く幼 少 期 の
自我 形 成 上 の 問題 は一 般 に等 閑視 さ れ て い た ので は ない か と思 わ れ る」(2)。
サ リヴ ァン に よ る と、 乳 児期 、子 ど もが エ ンパ シー に よっ て絶 対 的 安 全 感
(オイ フ ォ リア)、弛緩 、快 を体 験 す る と、そ の母 親 は 「よい母 親 」(good-mother)
と して体 験 され 、 これ がgood-meと してセ ル フ シス テ ム に組 み 込 まれ る とい
うの で あ る。 と ころ が 、 不 安 、 緊張 、 不 快 を経 験 す る場 合 は、 そ れ が 「悪 い
母 親 」(bad-mother)と な り、 そ れ に よっ てbad-meが 組 織 化 さ れ て ゆ く とい
う(3)Q
ク ラ イ ン は、 人 間 が 出 生 後 は じめ て経 験 す る外 的対 象 と して の 母 親 の 乳房
と子 ども 口唇 的 感 覚 を重 視 し、 こ の時 期 、外 界 の対 象(乳 房)は 一 個 の存 在
と して認 知 され な い と指摘 し、乳 房 は 「栄養 の 源 泉 とな る もの で あ り、 そ れ
ゆ え に最 も深 い 意 味 で 生 命 そ の ものの 源 泉 で あ って 、 人 間精 神 にあ っ て の あ
らゆ る 「よ き もの 」 の 起 源 とな る もの で あ る」(4)として い る 。
エ リ ク ソ ン は、 母 子 関係 の相 互 性 に基 づ く 「基 本 的信 頼 」 の 確 立 とそ の喪






















































に母として娘 とむきあい、「育てなおし」 と 「育ちなおし」を体験すること
によって母性を再生させた事例である。
1【 事例の概要
(1)主 訴:高 校三年のE子 が、掲示物をビリビリに破いて撒き散 らしたり、











































きないことがた くさん起きていること.学 校の先生や両親 との関係でも自分
には了解できないことがいろいろあると訴える。たとえば、E子 はノー トを
貸 してほしいと頼 まれると、すべて気持ちよく貸 してあげるし、意地悪はし
ないけれど、自分がノー トを貸してほしいと頼んでも貸 して くれる人はいな
いし、しかたなく自分ひとりであれこれしていると変な目で見られる。特に
B子 は、私を困らせるように私のプリントをのぞいた り、ノー トを貸してほ
しいと近づいてくる。先生に、B子 に注意 してくれるように頼んだが、私の
ほうが変に思われた。私ばかり先生に注意されるのはなぜなのか。わからな
い。先生が注意 して くれないから、私は自分でB子 に仕返しをした。B子 の







カウンセラーの信頼する精神科医に紹介 したところ、E子 は ドクターを気に
入 り、彼の心理療法を受けることになった。












楽 しめて幸せだった。だから、E子 の対人関係の原型やルールは、主に父 と
祖母か ら得たものだ。父と祖母の関係は複雑で、お互いに抑圧的な関係だっ







































たとえば、父親がE子 を学校へ車で送って行 くつもりで、E子 が出てくる
のを外で待っているが、E子 がそうとは知 らずゆっくり出て くると、その日
は突然 「降りろ」といって、途中で降ろしてしまう。E子 はなぜ父親がそう
したかがわか らないので、夜、CDの 音を大 きくして父に抗議する。これに
対抗 して父親のほうもTVの 音を大きくする。また、E子 の部屋が片付いて
いないと、本やかばんを庭に放 り投げてしまった りする。一切説明がないの
でE子 には不条理が起こっているとしか思えないのではないか。 しか し、旅
行のお土産に買ってきた真っ赤なポシェットをにこりともせずにE子 に手渡






<二 人 は似 て い る の に、 ク ラ イエ ン トは 夫 に対 して は ポ ジテ ィブ で あ っ て 、
E子 に は ネ ガ テ ィブ な の は なぜ な の だ ろ うか。 〉
(2)第2期E子 のそだてなお し(#11～#18)
クライエントはセラピーに意味を見出し、自分の課題はE子 の育て直 しと、




見ていて くれたため、クライエントにはE子 の幼いころの記憶がほとん どな
い。べたべたした動物的な子 どもとの関りは嫌悪感しかない。それは自分が
動物 レベルまで貶められる感じがするか らである。当然の事に授乳 もしてい
ない。娘との出来事で思い出すのはll歳 だった。それは風呂場で恥毛を剃っ
ているE子 を目撃 したときだった。















さびしく思っていた り、嫌っている自分がいたこと、自分 と夫 との絆が まっ
たく切れて背中合わせになっていることなどが見えてきた。自分たち夫婦は
今 も男 と女の関係で生きているが、父や母 としては生きていない。
これはクライエン トにとっては辛い洞察だった。少女のように元気だった
クライエントは、うつ的になり、仕事を休んだり、味覚がなくなった り、声
が出な くなってしまう。クライエントとE子 の関係の修復は、E子 がクライ
エントにクラスメー トから抜 き取ったノー トやプリント、万引 きした小 さな
かわいい縫いぐるみなどをクライエントに見せたときから始まる。E子 が 「わ
たしはノー トを貸してほしいと頼まれると気持ちよく貸 し、断ったことがな


















しか し、実際に娘を抱えていくことは難 しく、娘から逃げたい思いが強 く、
学校での問題に関しては、カウンセラーと先生に依存的になり、「先生がな
んとか してほしい」といい、両親 ともに蚊帳の外にいようとしがちだった。
E子 の学校での様子は変わらず、 トラブルを次々と引 き起こす。その一つは

















トはE子 と一緒に風呂に入 り、一緒に寝るようになる。E子 は体がとても硬
く肩が異常に凝ることを発見し、寝る前にクライエントがマッサージしてや
るようになる。母とE子 の関係が深まっていたころに、CDの 音が大 きすぎ
ることがきっかけで父親がE子 の部屋に飛び込んで殴 りかか りそうになると
































が煩わしくなってきた。そして母親(E子 の祖母)のE子 に対する今 までの
冷たい対応を責めるようになった。E子 の肩を持つ発言を機に母親はクライ
エントと激しく喧嘩をして、「わたしは望んでここに住んだわけではない。(ク
ライエ ントの)言 いなりになりたくない」 と言い残して、クライエントの妹
のところへ行ってしまった。
(4)第4期 家族関係の変容と再生(#36～#45)










































すという自己犠牲性を中核 に置 く。思春期に子 どもにたいして育てた苦労を
話し、恩にきせる親にたいして、子どもにできる対抗手段はせいぜい 「うん
で くれなければよかった」「頼んだわけではない」「生まれてこなければよかっ
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